
 

 

Ⅰ 想定される主な災害とモデル地域選定の理由 

本市は、平成 18 年 1 月に（旧）花巻市、稗貫郡石

鳥谷町、大迫町、和賀郡東和町が合併し、新たな花巻

市となった。市全体が広域になり、地域防災に関して

も、それぞれの地域に応じた課題が存在している。 

 宮野目地区は、北上川が大きく蛇行する地域にあ

り、洪水の際の浸水域が隣接している。そのため学校

近くの振興センターが避難所となっている。地域の状

況から教職員の防災意識は高く、小中学校では合同の

避難訓練を実施していた。その中で、児童生徒は真剣

に訓練に参加するものの、防災意識の高まりや主体的

な避難行動、地域や保護者への広がりという点で課題

があると考えていた。そこで、本事業を活用し、合同

避難訓練や生徒中心の主体的な避難訓練とあわせて

防災学習会等を意図的に設定することを通して、「災

害についての正しい知識や災害発生時の対処法」を学

び、「地域防災についての意識」を高めながら、主体

的に行動ができる生徒の育成を目指したいと考えた。 

 新堀地区は、北上川左岸に位置する田園地帯にあ

り、洪水の際の浸水域にかかっている。ハザードマッ

プによると浸水深 0.5ｍ未満の地域であるものの、洪

水に対する対応等の防災意識を高める活動の具体化

の必要性を感じていた。特にも、避難訓練のあり方に

ついて見直しが必要と考えていたことから、当該校で

は、ショート訓練の導入を検討していた。そこで、本

事業を活用し、ショート訓練の理論を的確に学びなが

ら実践的な避難訓練のあり方を研究するとともに、避

難訓練にあわせて学習会や副読本を活用した授業を

集中的に実施することを通して防災意識を高める取

組を具体化したいと考えた。 

 両地区ともに主体的な避難訓練を模索しており、各

校の今までの取組のさらなる充実をねらいモデル地

域に選定した。 

Ⅱ 取組の概要 

１ 花巻市立宮野目中学校 

（１）事業概要 

 ア 小中学校合同避難訓練 

 イ 防災リーフレットの効果的活用  

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

（２）事業の取組内容 

 ア 小中学校合同避難訓練  

    花巻空港で飛行機事故があり、多くの避難者

が来る可能性があるという災害想定のもと、小

中学校合同の避難訓練を行った。 

    ３年目の取組となるが、今年度は本事業を活

用し、より中学生の主体的な行動を促すために

小学生とのかかわりの場面を増やすこととした。

それぞれが避難して中学校の校庭に集まったの

ち、中学生が自分の学区の小学生を整列させな

がら顔合わせ

等を実施。最

後は小学生を

学校まで送る

という活動を

主体的に行っ

た。 

 イ 防災リーフレットの効果的活用  

    合同避難訓練や昼休み時間における校内での

主体的避難訓練、防災学習会、復興教育の授業

等、本事業で実施した取組を紹介するために「防

災リーフレット」を作成した。 

生徒に渡す際は復興教育副読本を活用し、活

動内容を振り返りながら、家庭でどのようなこ

とを話題にして「防災・減災」について考える

かを確認した。 

地域にも配布し、学校での取り組みの状況を

知らせ、成果の普及を図るとともに来年度への

協力依頼にも活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践的安全教育総合支援事業成果報告書 

 教育委員会名：花巻市教育委員会 

別添 



２ 花巻市立新堀小学校 

（１）事業概要 

 ア ショート訓練の実施と防災学習会 
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（２）事業の取組内容 

 ア ショート訓練の実施と防災学習会 

    前年度の防災教育の成果を活用しながら、シ

ョート訓練に取り組んできた。全体での避難行

動以外にも、児童一人一人が主体的に考えて自

分の命を守ることをねらったショート訓練の重

要性を児童が理解してきたことから、さらにそ

の価値を意識付けるための防災学習会を実施し

た。 

    市教委の防災教育担当指導主事を講師として、

主に地震防災にかかわる避難行動の必要性や具

体的な避難行動のとり方、ショート訓練の実際

を全校児童対象に行った。学習会後は、防災学

習会の内容について、教職員による研修会も併

せて実施した。 

    事前アンケートでは「自分は自然災害にあう

ことはない」と回答している児童が多かったが、

学習会後は、

「いつ災害

にあうかわ

からないか

らしっかり

普段の訓練

をしたい」

という感想

が多く見られた。 

 イ デジタル簡易登録局携帯機を活用した避難訓練 

    縦割り班清掃時に地震が起きたという想定で

の避難訓練において、高学年のリーダーを中心

とした避難と職員のデジタル簡易登録局携帯機

を活用した訓練を実施した。 

    個々のショート訓練で自分の命は自分で守る

という意識が高まっていたことから、縦割り班

の助け合いを含めた主体的な避難の仕方を学ぶ

ことをねらった。あわせて、職員間の連絡にデ

ジタル簡易登録局携帯機を使用し、災害時の連 

 

 

 

 

 

 

絡の取り方についても確認した。 

    校内に意図的に通れない場所などを作り、よ

り実践的に訓練を行ったが、児童の主体的な行

動により一斉避難とかわらない時間で自主避難

を完了することができた。  

Ⅲ 取組の成果と課題 

１ 成果 

（１）小中学校合同避難訓練を通して、災害について

の正しい知識や災害発生時の対処法、日常の防災

のあり方等について学ぶことができた。小中学校

の連携を通して居住区ごとの交流を図ることがで

き、主体的な地域防災・減災活動につなげること

ができた。（宮野目中） 

（２）生徒の主体的な避難訓練にあわせて防災学習会

を実施し、自分たちの取組を振り返るとともに、

訓練自体の価値付けを行うことで、主体的な避難

訓練について意識を高めることができた。（宮野目

中） 

（３）デジタル簡易登録局無線機を活用することによ

り、児童主体の避難訓練に併せて、指導者の連携

の在り方や実際の避難行動の支援の方法を検討す

ることができた。（新堀小） 

（４）ショート訓練を複数回実施し、主体的に自分の

身を守るための訓練の在り方を検証することがで

きた。（新堀小） 

２ 課題 

（１）児童生徒への直接的な取組は計画的に進めるこ

とができたが、教職員の主体的な防災教育にかか

わる研修のあり方を検討する必要があった。また、

県の防災研修との連動を図った形で、計画的な教

員研修の構築を進める必要があった。 

（２）ショート訓練や小中合同避難訓練が次年度へ確

実に引き継がれるよう、報告書による成果の普及

や、各校での担当者間、教職員間での情報共有を

確実に進める必要がある。また、近隣の学校との

連携を重視し、それぞれの避難訓練の様子などを

交流する機会なども設ける必要があった。 

（３）学校での取組を地域に積極的に発信するととも

に、地域からの協力をさらに得ることができるよ

う、行政面からの支援の充実が求められる。 

 

 

 

 

 


